
 

 

 

（1）／ 2005/12/21 14:46（2005/12/21 14:46）／ 151275_03_000_2k_05264465／カバー目次／os2高松建設／半期.doc 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 平成17年４月１日 
（第41期中）

至 平成17年９月30日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

(151275) 
 

 

 

 



　本文書は、ＥＤＩＮＥＴ（Electronic Disclosure for Investors’ NETwork）システムを利用
して金融庁に提出した半期報告書の記載事項を、ＰＤＦファイルとして作成したものでありま

す。

ＥＤＩＮＥＴによる提出書類は一部の例外を除きＨＴＭＬファイルとして作成することとされ

ており、当社ではワードプロセッサファイルの元データをＨＴＭＬファイルに変換することによ

り提出書類を作成しております。

本文書はその変換直前のワードプロセッサファイルを元に作成されたものであります。



 

 

 

（3）／ 2005/12/21 14:46（2005/12/21 14:46）／ 151275_03_000_2k_05264465／カバー目次／os2高松建設／半期.doc 

目次 
  頁

表紙   

第一部 企業情報 ……………………………………………………………………………………………………… 1 

第１ 企業の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 1 

１． 主要な経営指標等の推移 …………………………………………………………………………………… 1 

２． 事業の内容 …………………………………………………………………………………………………… 3 

３． 関係会社の状況 ……………………………………………………………………………………………… 3 

４． 従業員の状況 ………………………………………………………………………………………………… 3 

第２ 事業の状況 ……………………………………………………………………………………………………… 4 

１． 業績等の概要 ………………………………………………………………………………………………… 4 

２． 生産、受注及び販売の状況 ………………………………………………………………………………… 6 

３． 対処すべき課題 ……………………………………………………………………………………………… 8 

４． 経営上の重要な契約等 ……………………………………………………………………………………… 8 

５． 研究開発活動 ………………………………………………………………………………………………… 9 

第３ 設備の状況 ……………………………………………………………………………………………………… 10 

１． 主要な設備の状況 …………………………………………………………………………………………… 10 

２． 設備の新設、除却等の計画 ………………………………………………………………………………… 10 

第４ 提出会社の状況 ………………………………………………………………………………………………… 11 

１． 株式等の状況 ………………………………………………………………………………………………… 11 

(1） 株式の総数等 ……………………………………………………………………………………………… 11 

(2） 新株予約権等の状況 ……………………………………………………………………………………… 11 

(3） 発行済株式総数、資本金等の状況 ……………………………………………………………………… 11 

(4） 大株主の状況 ……………………………………………………………………………………………… 12 

(5） 議決権の状況 ……………………………………………………………………………………………… 13 

２． 株価の推移 …………………………………………………………………………………………………… 13 

３． 役員の状況 …………………………………………………………………………………………………… 13 

第５ 経理の状況 ……………………………………………………………………………………………………… 14 

１． 中間連結財務諸表等 ………………………………………………………………………………………… 15 

(1） 中間連結財務諸表 ………………………………………………………………………………………… 15 

① 中間連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………… 15 

② 中間連結損益計算書 …………………………………………………………………………………… 17 

③ 中間連結剰余金計算書 ………………………………………………………………………………… 19 

④ 中間連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………… 20 

(2） その他 ……………………………………………………………………………………………………… 37 

２． 中間財務諸表等 ……………………………………………………………………………………………… 38 

(1） 中間財務諸表 ……………………………………………………………………………………………… 38 

① 中間貸借対照表 ………………………………………………………………………………………… 38 

② 中間損益計算書 ………………………………………………………………………………………… 40 

(2） その他 ……………………………………………………………………………………………………… 49 

第６ 提出会社の参考情報 …………………………………………………………………………………………… 50 

第二部 提出会社の保証会社等の情報 …………………………………………………………………………… 51 

   

［中間監査報告書］  

 



 

 

 

(1) ／ 2005/12/21 14:46 (2005/12/21 14:46) ／ 151275_03_010_2k_05264465／第０表紙／os2高松建設／半期.doc 

【表紙】 
 

【提出書類】 半期報告書 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成17年12月20日 

【中間会計期間】 第41期中（自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日） 

【会社名】 髙松建設株式会社 

【英訳名】 TAKAMATSU CORPORATION 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  石田 優 

【本店の所在の場所】 大阪市淀川区新北野一丁目２番３号 

【電話番号】 （０６）６３０３－８１０１（代表） 

【事務連絡者氏名】 取締役本社総括  中西 達雄 

【最寄りの連絡場所】 大阪市淀川区新北野一丁目２番３号 

【電話番号】 （０６）６３０３－８１０１（代表） 

【事務連絡者氏名】 取締役本社総括  中西 達雄 

【縦覧に供する場所】 髙松建設株式会社東京本店 

（東京都港区芝二丁目14番５号） 

髙松建設株式会社名古屋支店 

（名古屋市中村区名駅四丁目26番22号） 

髙松建設株式会社横浜支店 

（横浜市西区北幸一丁目11番７号） 

株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

株式会社大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号） 

 

 



 

－  － 

 

(1) ／ 2005/12/21 14:46 (2005/12/21 14:46) ／ 151275_03_020_2k_05264465／第１企業／os2高松建設／半期.doc 

1

第一部【企業情報】 
 

第１【企業の概況】 
 

１【主要な経営指標等の推移】 

(1）連結経営指標等 

回次  第39期中 第40期中 第41期中 第39期 第40期 

会計期間  

自 平成15年
４月１日

至 平成15年
９月30日

自 平成16年
４月１日

至 平成16年
９月30日

自 平成17年
４月１日

至 平成17年
９月30日

自 平成15年 
４月１日 

至 平成16年 
３月31日 

自 平成16年
４月１日

至 平成17年
３月31日

売上高 (百万円) 75,763 79,248 67,397 185,366 170,938 

経常利益 (百万円) 4,455 4,660 3,352 15,890 14,544 

中間（当期）純利益 (百万円) 3,803 13,395 1,892 11,478 19,183 

純資産額 (百万円) 37,637 56,610 64,008 45,500 62,392 

総資産額 (百万円) 177,623 153,157 154,323 170,333 153,162 

１株当たり純資産額 (円) 1,948.48 2,931.03 3,325.98 2,355.82 3,230.41 

１株当たり中間（当期）純利益 (円) 196.88 693.56 98.27 594.16 993.21 

潜在株式調整後１株当たり 
中間（当期）純利益 

(円) ※１  － ※２  － ※２  － ※１  － ※２  － 

自己資本比率 (％) 21.2 37.0 41.5 26.7 40.7 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 4,961 7,536 3,568 △475 21,836 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 2,150 640 853 566 2,134 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △2,895 △7,052 △1,221 △2,006 △11,984 

現金及び現金同等物の 
中間期末（期末）残高 

(百万円) 46,884 41,879 56,243 40,752 52,742 

従業員数 (人) 2,500 2,383 2,360 2,467 2,335 

 （注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．※１ 潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりま

せん。 

※２ 潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が

ないため記載しておりません。 

３．平均臨時雇用者数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。 
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(2）提出会社の経営指標等 

回次  第39期中 第40期中 第41期中 第39期 第40期 

会計期間  

自 平成15年
４月１日

至 平成15年
９月30日

自 平成16年
４月１日

至 平成16年
９月30日

自 平成17年
４月１日

至 平成17年
９月30日

自 平成15年 
４月１日 

至 平成16年 
３月31日 

自 平成16年
４月１日

至 平成17年
３月31日

売上高 (百万円) 9,875 10,558 9,668 35,784 38,514 

経常利益 
又は経常損失(△) 

(百万円) △93 △38 539 3,562 4,159 

中間（当期）純利益 
又は中間純損失(△) 

(百万円) △33 1 722 2,006 2,575 

資本金 (百万円) 2,418 2,418 5,000 2,418 4,000 

発行済株式総数 (千株) 19,440 19,440 19,440 19,440 19,440 

純資産額 (百万円) 23,686 25,385 28,447 25,832 28,197 

総資産額 (百万円) 34,775 40,919 43,941 37,514 41,521 

１株当たり純資産額 (円) 1,226.24 1,314.35 1,478.19 1,337.49 1,459.92 

１株当たり中間（当期）純利益 
又は中間純損失(△) 

(円) △1.73 0.05 37.53 103.87 133.34 

潜在株式調整後１株当たり 
中間（当期）純利益 

(円) ※１  － ※１  － ※１  － ※１  － ※１  － 

１株当たり中間（年間）配当額 (円) － － － 25.00 ※２ 35.00 

自己資本比率 (％) 68.1 62.0 64.7 68.9 67.9 

従業員数 (人) 678 701 663 689 702 

 （注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．※１ 潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりま

せん。 

３．平均臨時雇用者数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。 

４．※２ 東京・大阪証券取引所市場第一部指定記念配当10.00円を含んでおります。 
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２【事業の内容】 

 当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。 

 また、主要な関係会社の異動については、次項３「関係会社の状況」に記載のとおりであります。 

  

  

３【関係会社の状況】 

 平成17年４月１日付にて、当社戸建住宅事業部門（ＪＰホーム事業本部）を分社化し、ＪＰホーム㈱を設立い

たしました。 

名称 住所 
資本金 

（百万円）
主要な事業の

内容 
議決権の所有
割合（％） 

関係内容 

（連結子会社）    

ＪＰホーム㈱ 
東京都 
中央区 

300 建設事業 100.0
当社の建設事業において
施工協力しております。
役員の兼務・・・有 

  

  

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 平成17年９月30日現在

事業部門の名称 従業員数（人） 

建設事業 2,360 

 （注）１．従業員数は就業人員であります。 

２．平均臨時雇用者数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。 

 

(2）提出会社の状況 

 平成17年９月30日現在

従業員数（人） 663 

 （注）１．従業員数は就業人員であります。 

２．平均臨時雇用者数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。 

 

(3）労働組合の状況 

当社には、労働組合は結成されておりませんが、労使関係について特に記載すべき事項はありません。 

また、連結子会社の青木あすなろ建設㈱には労働組合が結成されておりますが、労使関係について特に記載

すべき事項はありません。 
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第２【事業の状況】 
 

（注）「第２ 事業の状況」における各事項の記載金額については、消費税等抜きの金額で表示しております。 

 

１【業績等の概要】 

 

(1）業績 

 当中間連結会計期間におけるわが国経済は、原油価格の高騰等懸念材料は依然残るものの、企業収益の改

善を背景とした民間設備投資の増加に加え、雇用情勢の改善、個人消費の緩やかな増加などがみられ、景気

は緩やかな回復を見せました。 

 一方、建設業界におきましては、民間設備投資の拡大、都心部を中心とした底堅い不動産投資に支えられ

明るい動きはみえるものの、公共建設投資は依然として縮小傾向が続き、厳しい受注環境が続きました。 

 このような経営環境のなか、当社グループは得意とする企画力や技術力を駆使し、採算を重視した受注高

の確保に注力するとともに、施工の合理化、原価の低減、間接部門経費の圧縮等に取組んでまいりました。 

 その結果、当中間連結会計期間の主な業績は以下のとおりとなりました。 

   （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間 
自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日 

当中間連結会計期間 
自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日 

増   減 

 金  額 百分比 金  額 百分比 増減額 増減率 

受注高 86,313 85,461  △ 851 △1.0%

売上高 79,248 (100.0%) 67,397 (100.0%) △ 11,851 △15.0%

売上総利益 8,342 (10.5%) 7,411 (11.0%) △ 930 △11.2%

販売費及び一般管理費 6,756 (8.5%) 6,089 (9.0%) △ 666 △9.9%

営業利益 1,586 (2.0%) 1,322 (2.0%) △ 264 △16.7%

経常利益 4,660 (5.9%) 3,352 (5.0%) △ 1,307 △28.1%

中間純利益 13,395 (16.9%) 1,892 (2.8%) △ 11,503 △85.9%

（注）1.経常利益には連結調整勘定償却額（営業外収益）が含まれております。 

前中間連結会計期間 3,221百万円 

当中間連結会計期間 2,198百万円 

2.前中間連結会計期間の中間純利益には、青木建設厚生年金基金の解散に伴う解散益12,673百万円、

減損会計の早期適用による減損損失2,114百万円、法人税等調整額△2,523百万円（利益）及び少

数株主利益3,111百万円が含まれております。 

 

 なお、当中間期公表期初計画に対しましては、売上高、経常利益とも計画を上回りましたが、中間純利益

におきましては、関係会社株式売却損387百万円の計上により計画に対し約100百万円の未達となりました。 

   （単位：百万円）

当中間連結会計期間 
 

期初計画値 実績 
達成率 

売上高 65,000 67,397 103.7% 

経常利益 3,000 3,352 111.7% 

中間純利益 2,000 1,892 94.6% 
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(2）キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、3,568百万円の資金増加となりました。主な要因は、未成工事支

出金の増加（6,456百万円）および工事未払金等の減少（7,751百万円）による支出の一方で、売上債権の減

少（8,158百万円）および未成工事受入金の増加（10,384百万円）による収入等であります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、853百万円の資金増加となりました。主な要因は、子会社株式の

売却収入（690百万円）等であります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、1,221百万円の資金の減少となりました。主な要因は、配当金の

支払（676百万円）および自己株式の取得（255百万円）による支出等であります。 

 以上の結果、「現金及び現金同等物の中間期末残高」は、前連結会計年度末に比べ3,501百万円増加の、

56,243百万円となりました。 
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２【生産、受注及び販売の状況】 

(1）受注実績 

区分  
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

建設事業 （百万円） 86,313 85,461 

 （注） 当中間連結会計期間の建設事業には、不動産事業に係るもの1,323百万円を含めて表示しております。 

 

(2）売上実績 

区分  
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

建設事業 （百万円） 77,994 67,397 

不動産事業 （百万円） 1,253 － 

合計 （百万円） 79,248 67,397 

 （注）１．当中間連結会計期間の建設事業には、不動産事業に係るもの1,316百万円を含めて表示しております。 

２．当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。 

 

なお、参考のため提出会社個別の事業の状況は次のとおりであります。 

建設事業における受注工事高及び施工高の状況 

(1）受注工事高、完成工事高、繰越工事高及び施工高 

期末繰越工事高 

うち施工高 期別 工事別 
期首繰越 
工事高 

（百万円） 

期中受注
工事高 

（百万円）

計 
 

（百万円）

期中完成
工事高 

（百万円）
手持 
工事高 

（百万円） 比率 
(%) 

金額 
（百万円） 

期中 
施工高 

（百万円）

建築 
工事 

44,899 19,857 64,757 10,512 54,244 13.7 7,434 15,868

土木 
工事 

－ 223 223 － 223 3.2 7 7
前中間会計期間 

(自 平成16年4月 1日 
至 平成16年9月30日) 

計 44,899 20,080 64,980 10,512 54,467 13.7 7,441 15,875

建築 
工事 

43,687 18,266 61,953 9,261 52,691 12.4 6,512 14,071

土木 
工事 

397 9 406 406 － － － 389
当中間会計期間 

(自 平成17年4月 1日 
至 平成17年9月30日) 

計 44,084 18,275 62,359 9,668 52,691 12.4 6,512 14,460

建築 
工事 

44,899 37,302 82,202 38,514 43,687 3.9 1,703 38,139

土木 
工事 

－ 397 397 － 397 4.2 16 16
前事業年度 

(自 平成16年4月 1日 
至 平成17年3月31日) 

計 44,899 37,699 82,599 38,514 44,084 3.9 1,719 38,155

（注）１．前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合は、期中受注工事

高にその増減額を含めております。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれており

ます。 

２．期末繰越工事高の施工高は支出金により手持工事高の施工高を推定したものであります。 

３．期中施工高は（期中完成工事高＋期末繰越施工高－前期末繰越施工高）に一致しております。 

４．当中間会計期間および前事業年度の建築工事には不動産事業に係るものを下記のとおり含めて表示

しております。 

期別 
期中受注高 
（百万円） 

期中完成工事高 
（百万円） 

期中施工高 
（百万円） 

当中間会計期間 37 37 37 

前事業年度 630 630 630 
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(2）完成工事高 

期別 区分 官公庁（百万円） 民間（百万円） 計（百万円） 

建築工事 515 9,997 10,512 

土木工事 － － － 
前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日）

計 515 9,997 10,512 

建築工事 － 9,261 9,261 

土木工事 － 406 406 
当中間会計期間 

（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日）

計 － 9,668 9,668 

（注）１．完成工事のうち主なものは次のとおりであります。 

前中間会計期間  請負金額５億円以上の主なもの 

ネバーランド茨木リラシア新築工事 

13－八尾若草（その２）建築その他工事 

アウレリア上新庄新築工事 

（仮称）NSビル新築工事 

千舟・森分マンション新築工事 

当中間会計期間  請負金額３億円以上の主なもの 

（仮称）中村橋中村北・上原マンション新築工事 

（仮称）芦屋・六麓荘ハウス新築工事 

（仮称）立川・石川孝文マンション新築工事 

（仮称）豊中・圖久マンション新築工事 

（仮称）吹田・川端マンション新築工事 

 

２．完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高およびその割合は、次のと

おりであります。 

前中間会計期間 

該当する相手先はありません。 

当中間会計期間 

該当する相手先はありません。 

 

(3）手持工事高（平成17年９月30日現在） 

区分 官公庁（百万円） 民間（百万円） 計（百万円） 

建築工事 － 52,691 52,691 

土木工事 － － － 

計 － 52,691 52,691 

（注）手持工事のうち請負金額３億円以上の主なものは、次のとおりであります。 

（仮称）東成区東小橋分譲マンション新築工事 平成17年11月完成予定 

（仮称）今里・豊田ビル建設工事と大阪市高速電気軌道第8号線

（仮称）今里停留場東出入口及び換気口設置工事 
平成18年３月完成予定 

（仮称）浪速区・太田マンション新築工事 平成18年３月完成予定 

（仮称）芝大門一丁目マンション 平成18年９月完成予定 

（仮称）八千代緑が丘・将司マンション新築工事 平成18年７月完成予定 

 



 

－  － 
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(4）不動産事業の状況 

品目 
前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

土地 （百万円） － － 
不動産売上高 

建物 （百万円） － － 

不動産賃貸収入等 （百万円） 46 － 

計 （百万円） 46 － 

（注）不動産事業売上高は、売上高総計に占める割合が軽微であるため、完成工事高に含めて表示することに

変更しております。 

なお、当中間会計期間の完成工事高に含まれる不動産事業売上高は37百万円（不動産売上高0百万円、

不動産賃貸収入等36百万円）であります。 

  

  

３【対処すべき課題】 

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

  

４【経営上の重要な契約等】 

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。 



 

－  － 
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５【研究開発活動】 

当社においては、内外の変化に対応し、社会や顧客のニーズに応えるため、建築技術を中心とした新商品・新

工法の開発に取り組んでおります。当中間連結会計期間における主な研究開発活動は次のとおりであります。 

 

（１）免震工法の設計基準の見直しの実施 

地震による衝撃エネルギーを２分の１から３分の１に低減することにより、建築物の倒壊や家具の転倒の

防止に有効な免震工法の見直しを実施いたしました。昨年度、免震工法による建物を初めて１棟竣工させ、

その実績を踏まえて設計手法の確認、見直しおよび改善を行い、新たに２棟の設計を完了し、工事に着手

いたしました。 

 

（２）各部分のグレードアップや合理化による仕様の見直し 

①キッチンの仕様を、従来の水切りカバー付流し台から、天板と一体型のシステムキッチンに変更致しまし

た。 

②換気ダクトの材質について、施工の合理化、管理の容易性を考慮し改善を行ないました。 

 

（３）オール電化マンションの推奨・提案 

キッチン、給湯を含め全てに電気を使用するオール電化マンションに対し、キッチン、給湯の熱源をガス

とし、その他（照明・空調等）は電気を利用するガス併用マンションとを経済性、安全性、快適性、利便

性等の比較を行い、総合的にオール電化マンションの方がメリットが多いと判断されるので、オール電化

マンションの推奨、提案を行ないました。 

 

子会社の青木あすなろ建設株式会社においては、「省力化、合理化、リニューアル、環境対応・防災技術」

をテーマに、「社会のニーズをふまえ、営業戦略に密着した技術の開発」に主眼をおいて、技術研究所を中心

に研究開発活動に取り組んでおります。その主なものは次のとおりであります。 

 

（１）浚渫・排砂技術「ハイドロ工法」 

技術研究所に設置した大型実験水槽を使い、土砂連続吸引の妨げとなる途中吸引のメカニズムの解明と連

続排砂の実証を行い、その成果を公開実験で発表いたしました。発電所副調整池に設置したハイドロパイ

プによる排砂を数種類の運用パターンで実施し、実際の運用にあたっての課題、今後のハイドロパイプ設

計にあたっての改善点を抽出いたしました。 

 

（２）汚染土壌浄化技術 

天然の鉱物を利用した重金属の不溶化技術や、バイオテクノロジーを利用したＶＯＣ（揮発性有機化合

物）、油等の浄化技術の検討を実施しております。この他、間接熱処理によりＰＣＢ、ダイオキシン類を

土壌から分離・浄化する研究を行なっております。 

 

また、子会社の青木マリーン株式会社は、瀬戸内海・大阪湾等閉鎖性の強い内湾域および沿岸部において、

自社保有の土運船を改造した「浄化船」を使って、海水中の濁り成分を濾過して除去する「水質浄化」（汚濁

した海底環境を改善し、自然の再生機能を回復させることを目的とする）事業に取り組んでおります。 

平成15年度以降、兵庫県西宮市今津港および尼崎市尼崎港で実証実験を行い、今年度は大阪湾再生に向けた

「尼崎西宮芦屋港海域環境再生モデル事業」に参画し、事業化の実現に向けて取り組んでおります。 

 

なお、当中間連結会計期間における研究開発費は、122百万円であります。 

 

 



 

－  － 
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第３【設備の状況】 
 

１【主要な設備の状況】 

当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

２【設備の新設、除却等の計画】 

特記事項はありません。 

 

 



 

－  － 
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第４【提出会社の状況】 
 

１【株式等の状況】 

(1）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

種類 会社が発行する株式の総数（株） 

普通株式 52,800,000 

計 52,800,000 

 

②【発行済株式】 

種類 
中間会計期間末現在 

発行数（株） 
（平成17年９月30日） 

提出日現在 
発行数（株） 

（平成17年12月20日） 

上場証券取引所名又は
登録証券業協会名 

内容 

普通株式 19,440,000 19,440,000 
㈱東京証券取引所 
㈱大阪証券取引所 
（各市場第一部） 

－ 

計 19,440,000 19,440,000 － － 

 

(2）【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

 

(3）【発行済株式総数、資本金等の状況】 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（株） 

発行済株式 
総数残高
（株） 

資本金増減額
 

（百万円） 

資本金残高 
 

（百万円） 

資本準備金 
増減額 

（百万円） 

資本準備金 
残高 

（百万円） 

平成17年６月29日 － 19,440,000 1,000 5,000 － 272

（注）平成17年6月29日開催の第40回定時株主総会決議により、利益処分による資本組入れを行い、資本金は

1,000百万円増加の5,000百万円となりました。 

 



 

－  － 
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(4）【大株主の状況】 

  平成17年９月30日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％） 

髙松 孝之 兵庫県宝塚市御殿山２丁目６－15 5,114 26.30 

髙松 孝育 大阪府豊中市清風荘１丁目10－11 4,638 23.85 

日本マスタートラスト 
信託銀行株式会社(信託口) 

東京都港区浜松町２丁目11番３号 666 3.42 

株式会社孝 大阪市淀川区新北野１丁目２－３ 613 3.15 

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 540 2.77 

株式会社みずほ銀行 東京都中央区晴海１－８－12 412 2.11 

髙松建設社員持株会 大阪市淀川区新北野１丁目２－３ 290 1.49 

日本トラスティ・サービス 
信託銀行株式会社（信託口） 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 257 1.32 

日本トラスティ・サービス 
信託銀行株式会社 
（三井アセット信託銀行再信託
分・ＣＭＴＢエクイティインベ
ストメンツ株式会社信託口） 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 212 1.09 

ゴールドマン・サックス・ 
インターナショナル 
（常任代理人 ゴールドマン・
サックス証券会社東京支店） 

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, U.K 
（東京都港区六本木６丁目10番１号） 

168 0.86 

髙松 孝嘉 大阪府池田市石橋３丁目11－40 144 0.74 

髙松 浩孝 兵庫県宝塚市御殿山２丁目６－15 144 0.74 

髙松 英之 兵庫県宝塚市平井５丁目３－23－204 144 0.74 

吉木 三賀 大阪府池田市五月丘１丁目６－３ 144 0.74 

髙松 孝年 東京都品川区大井１丁目35－７ 144 0.74 

計 － 13,632 70.12 

（注）上記のほか、当社所有の自己株式が194千株あります。 

 



 

－  － 
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(5）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 平成17年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

（自己保有株式） 
完全議決権株式（自己株式等） 

普通株式 194,800
－ － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,244,300 192,443 － 

単元未満株式 普通株式 900 － － 

発行済株式総数 19,440,000 － － 

総株主の議決権 － 192,443 － 

 （注）１．「完全議決権株式(その他)」の「株式数」には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数

20個）含まれております。 

２．「単元未満株式」の「株式数」には、当社所有の自己株式が69株含まれております。  

 

②【自己株式等】 

   平成17年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有 
株式数（株） 

他人名義所有 
株式数（株） 

所有株式数 
の合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

(自己保有株式) 
髙松建設株式会社 

大阪市淀川区新北
野一丁目２番３号 

194,800 － 194,800 1.00 

計 － 194,800 － 194,800 1.00 

 

２【株価の推移】 

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】 

月別 平成17年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

最高（円） 4,620 4,340 3,930 3,900 4,800 5,050 

最低（円） 3,710 3,280 3,350 3,630 3,710 4,430 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

 

３【役員の状況】 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。 

(1) 新任役員 

該当事項はありません。 

 

(2) 退任役員 

該当事項はありません。 

 

(3) 役職の異動 

該当事項はありません。 



 

－  － 
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第５【経理の状況】 
 

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について 
 

(1) 当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大

蔵省令第24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和

24年建設省令第14号）に準じて記載しております。 

 

(2) 当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令

第38号。以下「中間財務諸表等規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設

省令第14号）に準じて記載しております。 

  

  

２．監査証明について 
当社は、証券取引法第193条の２の規定にもとづき、前中間連結会計期間（平成16年４月１日から平成16

年９月30日まで）および当中間連結会計期間（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）の中間連結財

務諸表ならびに前中間会計期間（平成16年４月１日から平成16年９月30日まで）および当中間会計期間（平

成17年４月１日から平成17年９月30日まで）の中間財務諸表について、あずさ監査法人により中間監査を受

けております。 
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１【中間連結財務諸表等】 

(1）【中間連結財務諸表】 

①【中間連結貸借対照表】 

  
前中間連結会計期間末 
（平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成17年９月30日） 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
（平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％）

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

現金預金 ※1 40,667 56,943   53,451

受取手形・完成工事未収入金
等 

※1 54,048 40,155   48,314

有価証券  2,075 －   －

販売用不動産  3,204 2,831   2,625

未成工事支出金  11,551 15,748   9,292

未収入金  8,379 －   －

繰延税金資産  1,770 2,019   2,052

その他  1,023 6,806   7,256

貸倒引当金  △117 △60   △97

流動資産合計  122,603 80.1 124,442 80.6  122,894 80.2

Ⅱ 固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 ※1 5,542 5,210  5,464 

機械・運搬具・工具器具 
備品 

 5,016 4,196  4,207 

船舶 ※1 5,362 5,362  5,362 

土地 ※1 6,498 6,366  6,369 

減価償却累計額  △11,352 11,068 △10,986 10,148  △10,941 10,462

無形固定資産  206 161   183

投資その他の資産    

投資有価証券 ※1 7,815 9,625  8,707 

投資不動産 ※1 1,101 1,003  1,026 

繰延税金資産  3,433 3,161  3,649 

再評価に係る繰延税金資産  860 664  664 

その他  10,309 9,388  9,825 

貸倒引当金  △4,240 19,279 △4,272 19,570  △4,254 19,620

固定資産合計  30,554 19.9 29,880 19.4  30,267 19.8

資産合計  153,157 100.0 154,323 100.0  153,162 100.0
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前中間連結会計期間末 
（平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成17年９月30日） 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
（平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％）

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

支払手形・工事未払金等  30,063 24,697   31,550

短期借入金 ※1 5,900 1,596   1,394

未払法人税等  398 713   2,170

未成工事受入金  16,329 26,152   15,768

賞与引当金  1,493 1,549   1,683

完成工事補償引当金  224 178   198

その他 ※1 8,226 3,648   4,562

流動負債合計  62,636 40.9 58,536 37.9  57,328 37.4

Ⅱ 固定負債    

長期借入金 ※1 2,998 2,270   2,573

退職給付引当金  10,574 9,710   10,000

役員退職慰労引当金  51 －   1,098

船舶特別修繕引当金  57 45   51

連結調整勘定  5,715 57   2,204

その他  500 1,703   520

固定負債合計  19,899 13.0 13,787 8.9  16,449 10.8

負債合計  82,536 53.9 72,324 46.8  73,778 48.2

    

（少数株主持分）    

少数株主持分  14,011 9.1 17,990 11.7  16,991 11.1

    

（資本の部）    

Ⅰ 資本金  2,418 1.6 5,000 3.2  4,000 2.6

Ⅱ 資本剰余金  1,854 1.2 272 0.2  272 0.2

Ⅲ 利益剰余金  53,096 34.7 58,528 37.9  58,312 38.0

Ⅳ 土地再評価差額金  △1,253 △0.8 △967 △0.6  △967 △0.6

Ⅴ その他有価証券評価差額金  632 0.4 1,568 1.0  913 0.6

Ⅵ 自己株式  △136 △0.1 △392 △0.2  △137 △0.1

資本合計  56,610 37.0 64,008 41.5  62,392 40.7

負債、少数株主持分及び資本
合計 

 153,157 100.0 154,323 100.0  153,162 100.0
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②【中間連結損益計算書】 

  
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％）

Ⅰ 売上高 ※1   

完成工事高  77,994 67,397  170,938 

不動産事業売上高  1,253 79,248 100.0 － 67,397 100.0 － 170,938 100.0

Ⅱ 売上原価    

完成工事原価  69,867 59,985  149,629 

不動産事業売上原価  1,038 70,905 89.5 － 59,985 89.0 － 149,629 87.5

売上総利益    

完成工事総利益  8,127 7,411  21,309 

不動産事業総利益  215 8,342 10.5 － 7,411 11.0 － 21,309 12.5

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※2 6,756 8.5 6,089 9.0  13,093 7.7

営業利益  1,586 2.0 1,322 2.0  8,216 4.8

Ⅳ 営業外収益    

受取利息  10 24  25 

受取配当金  50 80  63 

受取手数料  9 8  18 

連結調整勘定償却額  3,221 2,198  6,532 

その他  50 3,342 4.2 23 2,334 3.5 143 6,783 4.0

Ⅴ 営業外費用    

支払利息  144 74  259 

販売用不動産評価損  64 68  98 

持分法による投資損失  43 120  － 

その他  16 268 0.3 40 304 0.5 96 454 0.3

経常利益  4,660 5.9 3,352 5.0  14,544 8.5

Ⅵ 特別利益    

前期損益修正益  1 3  82 

厚生年金基金解散益 ※3 12,673 18  13,000 

貸倒引当金戻入益  36 0  13 

株式売買精算差益  － 44  － 

投資不動産売却益  － 22  27 

その他  253 12,964 16.3 6 96 0.1 743 13,866 8.1
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前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 

（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％）

Ⅶ 特別損失    

前期損益修正損  9 8  55 

減損損失 ※4 2,114 87  2,223 

合併関係費用  566 －  616 

関係会社株式売却損  － 387  673 

固定資産除却損  25 6  53 

投資有価証券評価損  0 2  0 

貸倒引当金繰入額  310 8  462 

役員退職慰労引当金繰入額  － －  1,004 

その他  248 3,274 4.1 14 514 0.7 759 5,851 3.4

税金等調整前中間（当期）
純利益 

 14,349 18.1 2,934 4.4  22,560 13.2

法人税、住民税及び事業税  366 789  2,824 

法人税等調整額  △2,523 △2,156 △2.7 52 841 1.3 △3,030 △205 △0.1

少数株主利益  3,111 3.9 199 0.3  3,582 2.1

中間(当期)純利益  13,395 16.9 1,892 2.8  19,183 11.2

    

 



 

－  － 
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③【中間連結剰余金計算書】 

  
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度の 
連結剰余金計算書 

（自 平成16年４月１日 
 至 平成17年３月31日）

区分 
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

（資本剰余金の部）   

Ⅰ 資本剰余金期首残高  1,854 272 1,854

Ⅱ 資本剰余金減少高   

資本準備金取崩額  － － － － 1,582 1,582

Ⅲ 資本剰余金中間期末（期末）残高  1,854 272 272

   

（利益剰余金の部）   

Ⅰ 利益剰余金期首残高  41,981 58,312 41,981

Ⅱ 利益剰余金増加高   

中間（当期）純利益  13,395 13,395 1,892 1,892 19,183 19,183

Ⅲ 利益剰余金減少高   

株主配当金  482 675  482

資本金  － 1,000  －

連結子会社の合併に伴う持分変動による
減少高 

 1,798 －  2,084

土地再評価差額金取崩額  － 2,281 － 1,675 285 2,852

Ⅳ 利益剰余金中間期末（期末）残高  53,096 58,528 58,312

   



 

－  － 

 

(20) ／ 2005/12/21 14:46 (2005/12/21 14:46) ／ 151275_03_060_2k_05264465／第５－１中間連結財務諸表等／os2高松建設／半期.doc 

20

④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】 

  
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度の要約 
連結キャッシュ・フロー
計算書 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日）

区分 
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前中間（当期）純利益  14,349 2,934 22,560 

減価償却費  511 342 982 

減損損失  2,114 87 2,223 

連結調整勘定償却額  △3,221 △2,198 △6,532 

貸倒引当金の増加・減少（△）額  △44 △18 △50 

賞与引当金の増加・減少（△）額  159 △133 348 

完成工事補償引当金の増加・減少(△)額  13 △20 △12 

退職給付引当金の増加・減少（△）額  △12,998 △290 △13,573 

受取利息及び受取配当金  △61 △104 △88 

支払利息  144 74 259 

販売用不動産評価損  64 68 98 

投資有価証券評価損  0 2 0 

売上債権の減少・増加（△）額  15,598 8,158 21,333 

長期債権の減少・増加（△）額  △16 － △684 

販売用不動産の減少・増加（△）額  △591 △273 △293 

未成工事支出金の減少・増加（△）額  3,978 △6,456 6,484 

工事未払金等の増加・減少（△）額  △15,462 △7,751 △15,160 

未成工事受入金の増加・減少（△）額  2,932 10,384 2,371 

その他  932 1,014 3,313 

小計  8,403 5,819 23,580 

利息及び配当金の受取額  62 132 89 

利息の支払額  △133 △74 △245 

法人税等の支払額  △796 △2,308 △1,588 

営業活動によるキャッシュ・フロー  7,536 3,568 21,836 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー     

定期預金の預入・払出による支出・収入  300 － 433 

投資不動産の売却による収入  128 46 257 

有形固定資産の取得による支出  △77 △87 △185 

有形固定資産の売却による収入  93 9 264 

投資有価証券の取得による支出  △23 △192 △328 

投資有価証券の売却による収入  6 72 59 

連結子会社株式の売却による収入  － 690 1,309 

その他  212 315 324 

投資活動によるキャッシュ・フロー  640 853 2,134 



 

－  － 
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前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度の要約 
連結キャッシュ・フロー
計算書 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日）

区分 
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー     

短期借入による収入  18,200 14,134 37,020 

短期借入金の返済による支出  △24,124 △13,929 △43,944 

長期借入による収入  721 － 1,895 

長期借入金の返済による支出  △1,288 △304 △6,394 

自己株式の取得による支出  － △255 △0 

配当金の支払額  △481 △676 △481 

少数株主への配当金の支払額  △78 △188 △78 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △7,052 △1,221 △11,984 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  3 0 4 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加・減少（△）額  1,127 3,201 11,989 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  40,752 52,742 40,752 

Ⅶ 新規連結子会社の現金及び現金同等物期首残高  － 300 － 

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 ※ 41,879 56,243 52,742 

     

 



 

－  － 
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項 ①連結子会社数  ９社 ①連結子会社数  10社 ①連結子会社数  ９社 

 連結子会社名 連結子会社名 連結子会社名 

 ※１青木あすなろ建設㈱ 

青木マリーン㈱ 

※２やまと建設㈱ 

※３やまと建設㈱ 

㈱住之江工芸 

※４大和工業㈱ 

あすなろ道路㈱ 

※２㈱日本建商 

※３㈱日本建商 

青木あすなろ建設㈱ 

青木マリーン㈱ 

※２やまと建設㈱ 

※３やまと建設㈱ 

㈱住之江工芸 

大和工業㈱ 

あすなろ道路㈱ 

※２㈱日本建商 

※３㈱日本建商 

※５ＪＰホーム㈱ 

 

※１青木あすなろ建設㈱ 

青木マリーン㈱ 

※２やまと建設㈱ 

※３やまと建設㈱ 

㈱住之江工芸 

※４大和工業㈱ 

あすなろ道路㈱ 

※２㈱日本建商 

※３㈱日本建商 

 ※１平成16年４月に、連結

子会社である、あすな

ろ建設㈱と㈱青木建設

が合併いたしました。

 ※１平成16年４月に、連結

子会社である、あすな

ろ建設㈱と㈱青木建設

が合併いたしました。

 ※２本店所在地は、大阪府

であります。 

※２本店所在地は、大阪府

であります。 

※２本店所在地は、大阪府

であります。 

 ※３本店所在地は、東京都

であります。 

※３本店所在地は、東京都

であります。 

※３本店所在地は、東京都

であります。 

 ※４平成16年４月に、連結

子会社である大和工業

㈱と大仁建設㈱が合併

いたしました。 

 ※４平成16年４月に、連結

子会社である大和工業

㈱と大仁建設㈱が合併

いたしました。 

  ※５平成17年４月に設立し

たＪＰホーム㈱が連結

子会社となりました。

 

 

 ②主要な非連結子会社 ②主要な非連結子会社 ②主要な非連結子会社 

 日本オーナーズクレジット㈱ 

他１社 

 

同左 同左 

 ③非連結子会社について連結の範

囲から除いた理由 

③非連結子会社について連結の範

囲から除いた理由 

③非連結子会社について連結の範

囲から除いた理由 

 非連結子会社の総資産、売上

高、中間純損益および利益剰余

金等は、いずれも少額であり、

全体としても中間連結財務諸表

に重要な影響をおよぼしており

ません。 

 

同左 非連結子会社の総資産、売上

高、当期純損益および利益剰余

金等は、いずれも少額であり、

全体としても連結財務諸表に重

要な影響をおよぼしておりませ

ん。 

①持分法適用会社数  １社 ①持分法適用会社数  １社 ①持分法適用会社数  １社 ２．持分法の適用に関する事

項 国土総合建設㈱ 

 

同左 同左 

 ②主要な持分法非適用会社 ②主要な持分法非適用会社 ②主要な持分法非適用会社 

 日本オーナーズクレジット㈱ 

他１社 

同左 同左 
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項目 
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

 ③持分法を適用しない会社につい

て、その適用しない理由 

③持分法を適用しない会社につい

て、その適用しない理由 

③持分法を適用しない会社につい

て、その適用しない理由 

 持分法適用外の非連結子会社

は、いずれも中間純損益および

利益剰余金等におよぼす影響が

軽微であり、かつ全体としても

重要性がないため、持分法の適

用から除外しております。 

 

同左 持分法適用外の非連結子会社

は、連結純損益および利益剰余

金等におよぼす影響が軽微であ

り、かつ全体としても重要性が

ないため、持分法の適用から除

外しております。 

３．連結子会社の中間決算日

（決算日）等に関する事

項 

連結子会社の中間決算日は、すべ

て中間連結決算日と同じでありま

す。 

 

連結子会社の中間決算日は、中間

連結財務諸表提出会社と同一であ

ります。 

連結子会社の事業年度は、連結決

算日と一致しております。 

４．会計処理基準に関する事

項 
   

有価証券 有価証券 有価証券 (1）重要な資産の評価基準

および評価方法  ①満期保有目的の債券 ―――――  ①満期保有目的の債券 

  償却原価法(定額法)   償却原価法(定額法) 

  ②子会社株式  ①子会社株式  ②子会社株式 

   移動平均法による原価法 同左 同左 

  ③その他有価証券  ②その他有価証券  ③その他有価証券 

 時価のあるもの 時価のあるもの 時価のあるもの 

 中間決算日の市場価格等に

もとづく時価法（評価差額

は全部資本直入法により処

理し、売却原価は移動平均

法により算定） 

同左 期末日の市場価格等にもと

づく時価法(評価差額は全

部資本直入法により処理

し、売却原価は移動平均法

により算定)によっており

ます。 

 時価のないもの 時価のないもの 時価のないもの 

 移動平均法による原価法 同左 同左 

    

 たな卸資産 たな卸資産 たな卸資産 

  ①販売用不動産  ①販売用不動産  ①販売用不動産 

 個別法による低価法 同左 同左 

  ②未成工事支出金  ②未成工事支出金  ②未成工事支出金 

 個別法による原価法 

 

同左 同左 

有形固定資産 有形固定資産 有形固定資産 (2）重要な減価償却資産の

減価償却の方法 定率法 

ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属

設備を除く）については、定

額法によっております。 

なお、耐用年数および残存価

額については、法人税法に規

定する方法と同一の基準に

よっております。 

 

同左 同左 
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項目 
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

 無形固定資産 無形固定資産 無形固定資産 

 定額法 

なお、自社利用のソフトウェア

については、社内における利用

可能期間（５年）にもとづいて

おります。 

 

同左  

 

 

同左 

 

貸倒引当金 貸倒引当金 貸倒引当金 (3）重要な引当金の計上基

準 債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に

回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。 

 

同左 同左 

 賞与引当金 賞与引当金 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与に

充てるため、将来の支給見込額

のうち当中間連結会計期間対応

額を計上しております。 

 

同左 従業員に対して支給する賞与に

充てるため、将来の支給見込額

のうち当連結会計年度対応額を

計上しております。 

 完成工事補償引当金 完成工事補償引当金 完成工事補償引当金 

 完成工事にかかわる責任補修費

の支出に備えるため、完成工事

高に対する将来の見積補償額に

もとづいて計上しております。

 

完成工事に係る責任補修費の支

出に備えるため、当中間連結会

計期間末に至る１年間の完成工

事高に対する将来の見積補償額

に基づいて計上しております。

完成工事に係る責任補修費の支

出に備えるため、完成工事高に

対する将来の見積補償額にもと

づいて計上しております。 

 退職給付引当金 退職給付引当金 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における

退職給付債務および年金資産の

見込額にもとづき、当中間連結

会計期間末において発生してい

ると認められる額を計上してお

ります。 

数理計算上の差異については、

各連結会計年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以

内の一定年数（５年から10年）

により、定額法による按分額を

それぞれ発生の翌連結会計年度

より費用処理することとしてお

ります。 

過去勤務債務については、各連

結会計年度の発生時における従

業員の平均残存勤務期間以内の

一定年数（５年）により、定額

法による按分額を費用処理する

こととしております。 

従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における

退職給付債務および年金資産の

見込額にもとづき、当中間連結

会計期間末において発生してい

ると認められる額を計上してお

ります。 

数理計算上の差異については、

各連結会計年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以

内の一定年数（５年から７年）

により、定額法による按分額を

それぞれ発生の翌連結会計年度

より費用処理することとしてお

ります。 

過去勤務債務については、各連

結会計年度の発生時における従

業員の平均残存勤務期間以内の

一定年数（５年）により、定額

法による按分額を費用処理する

こととしております。 

従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における

退職給付債務および年金資産の

見込額にもとづき計上しており

ます。 

数理計算上の差異については、

各連結会計年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（５～10年）に

より定額法による按分額をそれ

ぞれ発生の翌連結会計年度より

費用処理することとしておりま

す。 

過去勤務債務については、各連

結会計年度の発生時における従

業員の平均残存勤務期間以内の

一定年数（５年）により定額法

による按分額を費用処理するこ

ととしております。 
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項目 
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

 （追加情報） （追加情報） （追加情報） 

 未認識項目の費用処理年数の変更

連結子会社である青木あすなろ

建設㈱が従業員の平均残存勤務

期間の見直しをした結果、当該

期間が短縮したため、数理計算

上の差異および過去勤務債務の

費用処理期間をそれぞれ10年か

ら５年に変更いたしました。 

この結果、従来の方法によった

場合と比較して、退職給付費用

が112百万円減少し、営業利

益、経常利益および税金等調整

前利益が112百万円増加してお

ります。 

未認識項目の費用処理年数の変更

従来、当社の数理計算上の差異

の費用処理期間は10年としてお

りましたが、従業員の平均残存

勤務期間が短縮したため、当中

間連結会計期間より数理計算上

の差異の費用処理期間を７年に

変更しております。なお、この

変更による損益におよぼす影響

額は軽微であります。 

未認識項目の費用処理年数の変更

連結子会社である青木あすなろ

建設㈱は合併により従業員の平

均残存勤務期間の見直しを行っ

た結果、当該期間が短縮したた

め、当連結会計年度から数理計

算上の差異および過去勤務債務

の費用処理期間をそれぞれ10年

から５年に変更しております。

この結果、従来の方法によった

場合と比較して、退職給付費用

が222百万円減少し、営業利

益、経常利益および税金等調整

前当期純利益がそれぞれ222百

万円多く計上されております。

 

 役員退職慰労引当金 役員退職慰労引当金 役員退職慰労引当金 

 連結子会社の青木あすなろ建設

㈱他は、役員の退職慰労金の支

給に備えるため、内規にもとづ

く中間期末要支給額を計上して

おります。 

平成17年３月31日をもって役員

退職慰労金制度を廃止したこと

に伴い、各社の定時株主総会に

おいて、役員退職慰労金の打切

り支給議案が承認されました。

これにより役員退職慰労引当金

は全額取崩し、打切り支給額の

未払分を固定負債の「その他」

に計上しております。 

当社および連結子会社の青木あ

すなろ建設㈱他は、当連結会計

年度における取締役会におい

て、平成17年３月31日をもって

役員退職慰労金制度を廃止する

ことを決議し、当連結会計年度

までの在任期間中の職務遂行の

対価部分相当を支給すべき退職

慰労金の額として決定したこと

により、当該支給見込額を計上

しております。 

 

 船舶特別修繕引当金 船舶特別修繕引当金 船舶特別修繕引当金 

 船舶の定期検査に伴う特別の修

繕に要する費用に充てるため、

最近の支出実績に基づく定期修

繕見積額を計上しております。

 

船舶の定期修繕に要する費用に

充てるため、最近の支出実績に

基づく定期修繕見積額を計上し

ております。 

同左 

(4）重要なリース取引の処

理方法 

リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりま

す。 

 

同左 同左 
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項目 
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準 (5）その他中間連結財務諸

表（連結財務諸表）作

成のための基本となる

重要な事項 

完成工事高の計上基準は、原則

として工事完成基準によってお

りますが、長期請負工事(当社

および連結子会社の青木あすな

ろ建設㈱は工期１年以上の工

事、その他の連結子会社は事業

規模に応じた基準)についてそ

れぞれ工事進行基準を採用して

おります。 

完成工事高の計上基準は、原則

として工事完成基準によってお

りますが、工期１年以上の長期

請負工事については工事進行基

準を適用しております。 

（会計処理の変更） 

従来、工事進行基準の適用につ

いては、当社および連結子会社

の青木あすなろ建設㈱は工期１

年以上の工事、その他の連結子

会社は事業規模に応じた基準と

しておりましたが、その他の連

結子会社は、当中間連結会計期

間より当社の会計基準に統一す

るため、工期１年以上の工事と

いたしました。 

なお、当該変更による売上高お

よび損益におよぼす影響額はあ

りません。 

完成工事高の計上基準は、原則

として工事完成基準によってお

りますが、長期請負工事（当社

および連結子会社の青木あすな

ろ建設㈱は工期１年以上の工

事、その他の連結子会社は事業

規模に応じた基準）については

工事進行基準を適用しておりま

す。 

 なお、工事進行基準による完成

工事高は、52,497百万円であり

ます。 

なお、工事進行基準によった完

成工事高は、39,202百万円であ

ります。 

 

なお、工事進行基準によった完

成工事高は、82,323百万円であ

ります。 

 消費税等の会計処理 消費税等の会計処理 消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

 

同左 同左 

５．中間連結（連結）キャッ

シュ・フロー計算書にお

ける資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預

金および容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について僅少な

リスクしか負わない取得日から

３ヵ月以内に償還期限の到来する

短期投資からなっております。 

 

同左 同左 
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会計処理の変更 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

――――― ――――― （役員退職慰労金の計上基準） 

  役員退職慰労金については、当社は従来支

給時に計上しておりましたが、当連結会計

年度における取締役会において、平成17年

３月31日をもって役員退職慰労金制度を廃

止することを決議し、当連結会計年度まで

の在任期間中の職務遂行の対価部分相当

を、支給すべき退職慰労金の額として決定

しました。役員退職慰労金制度の廃止は、

経営改革の一環として役員報酬体系の見直

しを行い、毎年の業績の貢献度に応じた役

員報酬へ一本化をはかることにしたためで

あります。これにより当該支給見込額を役

員退職慰労引当金として計上しておりま

す。この変更により、当連結会計年度の対

応額27百万円は販売費及び一般管理費に計

上し、過年度の対応額1,004百万円は特別

損失の「役員退職慰労引当金繰入額」に計

上しております。この結果、従来の方法に

比較して営業利益および経常利益はそれぞ

れ27百万円減少し、税金等調整前当期純利

益は1,031百万円減少しております。 

なお、当該会計処理の変更が下半期に行わ

れたのは、取締役会の決定が当下半期で

あったことから当中間連結会計期間におい

ては、従来の方法によっております。 

従って、当中間連結会計期間は変更後の方

法によった場合と比較して、営業利益およ

び経常利益は13百万円、税金等調整前中間

純利益は1,017百万円多く計上されており

ます。 

（固定資産の減損に係る会計基準） ――――― （固定資産の減損に係る会計基準） 

固定資産の減損に係る会計基準（「固定資

産の減損に係る会計基準の設定に関する意

見書」（企業会計審議会 平成14年８月９

日））及び「固定資産の減損に係る会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

６号 平成15年10月31日）が平成16年３月

31日に終了する連結会計年度に係る連結財

務諸表から適用できることになったことに

伴い、当中間連結会計期間から同会計基準

及び同適用指針を適用しております。これ

により税金等調整前中間純利益は2,114百

万円減少しております。 

なお、減損損失累計額については、改正後

の中間連結財務諸表規則に基づき各資産の

金額から直接控除しております。 

 

 

固定資産の減損に係る会計基準（「固定資

産の減損に係る会計基準の設定に関する意

見書」（企業会計審議会 平成14年８月９

日））および「固定資産の減損に係る会計

基準の適用指針」（企業会計基準委員会 

平成15年10月31日 企業会計基準適用指針

第６号）が平成16年３月31日に終了する連

結会計年度に係る連結財務諸表から適用で

きることになったことに伴い、当連結会計

年度から同会計基準及び同適用指針を適用

しております。 

この結果、税金等調整前当期純利益は

2,223百万円減少しております。 

なお、減損損失累計額については、改正後

の連結財務諸表規則に基づき、各資産の金

額から直接控除しております。 
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表示方法の変更 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

（中間連結貸借対照表関係） （中間連結貸借対照表関係） 

１．「有価証券」は前中間連結会計期間末は流動資産の「その他」

に含めて表示しておりましたが、当中間連結会計期間末におい

て資産総額の100分の１を超えたため、区分掲記いたしまし

た。 

なお、前中間連結会計期間末の流動資産の「その他」に含まれ

ている「有価証券」の金額は20百万円であります。 

２．「未収入金」は前中間連結会計期間末は流動資産の「その他」

に含めて表示しておりましたが、当中間連結会計期間末におい

て資産総額の100分の５を超えたため、区分掲記いたしまし

た。 

なお、前中間連結会計期間末の流動資産の「その他」に含まれ

ている「未収入金」の金額は4,741百万円であります。 

３．「別除権付再生債権」は前中間連結会計期間末において区分掲

記しておりましたが、負債、少数株主持分および資本の合計額

の100分の５以下となったため、当中間連結会計期間末から流

動負債の「その他」に含めて表示することにいたしました。 

なお、当中間連結会計期間末の流動負債の「その他」に含まれ

ている金額は165百万円であります。 

 

１．「有価証券」は資産総額の100分の１以下となったため、流動

資産の「その他」に含めて表示することに変更しております。

なお、当中間連結会計期間末の流動資産の「その他」に含まれ

ている「有価証券」は30百万円であります。 

 

２．「未収入金」は資産総額の100分の５以下となったため、流動

資産の「その他」に含めて表示することに変更しております。

なお、当中間連結会計期間末の流動資産の「その他」に含まれ

ている「未収入金」は5,443百万円であります。 

 

――――― （中間連結損益計算書関係） 

 １．前中間連結会計期間まで区分掲記しておりました「不動産事業

売上高」、「不動産事業売上原価」および「不動産事業総利

益」は、「売上高」総計に占める不動産事業売上高の割合が軽

微であるため、「完成工事高」、「完成工事原価」および「完

成工事総利益」にそれぞれ含めて表示することに変更しており

ます。 

なお、当中間連結会計期間に含まれる各々の金額は、不動産事

業売上高1,316百万円、不動産事業売上原価1,104百万円および

不動産事業総利益212百万円であります。 

２．前中間連結会計期間において特別利益「その他」に含めて表示

していた「投資不動産売却益」については、特別利益の総額の

100分の10を超えたため区分掲記しております。 

なお、前中間連結会計期間の特別利益「その他」に含まれてい

る「投資不動産売却益」の金額は23百万円であります。 

 

――――― （中間連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 １．営業活動によるキャッシュ・フローの「長期債権の減少・増加

（△）額」については、前中間連結会計期間まで区分掲記して

おりましたが、金額的に重要性が乏しくなったため、「その

他」に含めて表示することに変更しております。 

なお、当中間連結会計期間の「その他」に含まれている「長期

債権の減少・増加（△）額」の金額は１百万円であります。 
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追加情報 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

15年法律第９号）が平成15年３月31日に公布

され、平成16年４月１日以後に開始する事業

年度より外形標準課税制度が導入されたこと

に伴い、当中間連結会計期間から「法人事業

税における外形標準課税部分の損益計算書上

の表示についての実務上の取扱い」（平成16

年２月13日 企業会計基準委員会 実務対応

報告第12号）に従い法人事業税の付加価値割

及び資本割については、販売費及び一般管理

費に計上しております。 

この結果、販売費及び一般管理費が64百万円

増加し、営業利益、経常利益および税金等調

整前中間純利益が、64百万円減少しておりま

す。 

――――― 「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

15年法律第９号）が平成15年３月31日に公布

され、平成16年４月１日以後に開始する連結

会計年度より外形標準課税制度が導入された

ことに伴い、当連結会計年度から「法人事業

税における外形標準課税部分の損益計算書上

の表示についての実務上の取扱い」（平成16

年２月13日 企業会計基準委員会 実務対応

報告第12号）に従い法人事業税の付加価値割

及び資本割については、販売費及び一般管理

費に計上しております。 

この結果、販売費及び一般管理費が123百万

円増加し、営業利益、経常利益および税金等

調整前当期純利益が、123百万円減少してお

ります。 
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注記事項 

（中間連結貸借対照表関係） 

前中間連結会計期間末 
（平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成17年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成17年３月31日） 

１．※１担保に供している資産 １．※１担保に供している資産 １．※１担保等に供している資産 
 

預金 84 百万円 

受取手形 0  

土地（注）１ 666  

建物 15  

船舶 923  

投資有価証券（注）２ 9  

計 1,700  
  

下記の資産は、短期借入金148百万円

(長期借入金よりの振替額を含む)、

長期借入金999百万円、別除権付再生

債権（流動負債「その他」）0百万円

の担保に供しております。 

受取手形 0 百万円

土地 25  

建物 8  

投資不動産 530  

計 565  

  

(1)下記の資産は、短期借入金198百万円

(長期借入金よりの振替額を含む)、

長期借入金1,105百万円、別除権付再

生債権（流動負債「その他」）123百

万円の担保に供しております。 

受取手形 0 百万円

土地 135  

建物 27  

投資不動産 530  

計 694  
 

(注)１．投資不動産530百万円を含む。 

２．投資有価証券９百万円は、宅地建物

取引営業保証金として差し入れてお

ります。 

上記物件について、短期借入金450百万

円、長期借入金1,279百万円、別除権付

再生債権（流動負債「その他」）165百

万円の担保に供しております。 

 

 (2)上記の他に投資有価証券9百万円を宅

地建物取引営業保証金として差し入

れております。 

２．偶発債務（保証債務） ２．偶発債務（保証債務） ２．偶発債務（保証債務） 

(1)下記の会社の分譲住宅販売に係る手付

金等受領額に対して、信用保証会社へ

保証をおこなっております。 

(1)下記の会社の分譲住宅販売に係る手付

金等受領額に対して、信用保証会社へ

保証をおこなっております。 

(1)下記の会社の分譲住宅販売に係る手付

金等受領額に対して、信用保証会社へ

保証をおこなっております。 
 

株式会社さくら不動産 172 百万円 

株式会社リッチライフ 122  

株式会社日本ブレスト 101  

その他 129  

計 524  
  

 
ダイア建設株式会社 453 百万円

株式会社タカラレーベン 300  

株式会社サンキョウホーム 152  

その他 212  

計 1,119  
  

 
株式会社タカラレーベン 244 百万円

株式会社大京 148  

株式会社サンキョウホーム 136  

株式会社リッチライフ 119  

その他 185  

計 834  
  

(2)従業員の金融機関からの借入26百万円

に対して保証をおこなっております。 

(2)従業員の金融機関からの借入16百万円

に対して保証をおこなっております。 

(2)従業員の金融機関からの借入21百万円

に対して保証をおこなっております。 

３．手形割引高及び裏書譲渡高 ３．手形割引高及び裏書譲渡高 ３．手形割引高及び裏書譲渡高 

受取手形割引高      53百万円 

受取手形裏書譲渡高  1,210百万円 

 

受取手形割引高     207百万円

受取手形裏書譲渡高   557百万円

受取手形割引高     341百万円

受取手形裏書譲渡高  1,224百万円
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（中間連結損益計算書関係） 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

１．※２販売費及び一般管理費の主要な費目

および金額は次のとおりであります。 

１．※２販売費及び一般管理費の主要な費目

および金額は次のとおりであります。 

１．※２販売費及び一般管理費の主要な費目

および金額は次のとおりであります。 

 
従業員給料手当 3,063 百万円 

賞与引当金繰入額 743  

退職給付費用 69  
  

 
従業員給料手当 2,747 百万円

賞与引当金繰入額 676

退職給付費用 86
  

 
従業員給料手当 6,583 百万円

賞与引当金繰入額 729  

退職給付費用 155  
  

２．※１当社グループの売上高は、通常の営

業の形態として、上半期に比べ下半期に

完成する工事の割合が大きいため、連結

会計年度の上半期と下半期との間に著し

い相違があり、上半期と下半期の業績に

季節的変動があります。 

２．※１     同左 ――――― 

３．※３厚生年金基金解散益 ３．※３厚生年金基金解散益 ２．※３厚生年金基金解散益 

連結子会社である青木あすなろ建設㈱

（旧㈱青木建設）を母体事業所とする青

木建設厚生年金基金が、平成16年４月27

日付けで解散したことによる精算益であ

ります。 

 

連結子会社である青木あすなろ建設㈱

（旧㈱青木建設）を母体事業所とする青

木建設厚生年金基金が、平成16年４月27

日付で解散したことにより、当中間連結

会計期間に還付された残余資産の清算額

であります。 

 

連結子会社である青木あすなろ建設㈱

（旧㈱青木建設）を母体事業所とする青

木建設厚生年金基金が、平成16年４月27

日付で解散したことによる精算益であり

ます。 

４．※４減損損失 ４．※４減損損失 ３．※４減損損失 

当中間連結会計期間において、当社グ

ループは以下の資産グループについて減

損損失を計上いたしました。 

用途 種類 場所 
減損損失 

（百万円） 

土地 736 
土地、建物 

東京都
北区他
８件 建物 227 処分

予定
資産 

投資不動産 
大阪府
池田市
他９件 

投資不動産 
1,150 

当社グループは、建設事業用資産は本店

単位で、処分予定資産は個々の物件単位

で、資産のグルーピングをおこないまし

た。 

処分予定資産のうち、継続的な地価の下

落により、回収可能額が帳簿価額を著し

く低下したと認められる土地および建物

ならびに投資不動産については、帳簿価

額を回収可能額まで減額し、当該減少額

を減損損失（2,114百万円）として特別

損失に計上いたしました。 

なお、当該不動産の回収可能額は正味売

却価額により測定し、不動産鑑定士によ

る鑑定評価額もしくは固定資産税評価

額、路線価評価額を用いて算定いたしま

した。 

当中間連結会計期間において、当社グ

ループは以下の資産グループについて減

損損失を計上いたしました。 

用途 種類 場所
減損損失 
（百万円） 

処分
予定
資産

建物・
構築物等

大阪市
建物・ 
構築物等

87

当社グループは、建設事業用資産は本店

単位で、賃貸資産および処分予定資産は

個々の物件単位で、資産のグルーピング

をおこないました。 

処分予定資産のうち、土地の売却に伴い

撤去する建物・構築物等の帳簿価額を全

額減額し、当該減少額およびその撤去費

用を減損損失（87百万円）として特別損

失に計上いたしました。 

当連結会計年度において、当社グループ

は以下の資産グループについて減損損失

を計上いたしました。 

用途 種類 場所 
減損損失 

（百万円） 

土地 812土地、 
建物・ 
構築物 

東京都
北区他
９件 

建物・
構築物

260処分
予定
資産 投資 

不動産 

大阪府
池田市
他９件 

投資 
不動産

1,150

当社グループは、建設事業用資産は本店

単位で、処分予定資産は個々の物件単位

で、資産のグルーピングをおこないまし

た。 

処分予定資産のうち、回収可能額が帳簿

価額を著しく低下したと認められる土地

および建物・構築物ならびに投資不動産

については、帳簿価額を回収可能額まで

減額し、当該減少額を減損損失（2,223

百万円）として特別損失に計上いたしま

した。 

なお、当該不動産の回収可能額は、正味

売却価額により測定し、不動産鑑定士に

よる鑑定評価額もしくは固定資産税評価

額、路線価評価額を用いて算定いたしま

した。 
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

連結貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係 

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

連結貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係 

※現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関

係 
 

(平成16年９月30日現在)

現金預金勘定 40,667 百万円

有価証券勘定 2,075 

預入期間が３ヵ月を超え
る定期預金 

△862 

現金及び現金同等物 41,879 
  

 
(平成17年９月30日現在)

現金預金勘定 56,943 百万円

有価証券 

（流動資産「その他」）
30

預入期間が３ヵ月を超え
る定期預金 

△730

現金及び現金同等物 56,243
  

 
(平成17年３月31日現在)

現金預金勘定 53,451 百万円

有価証券勘定に含まれる
ＭＭＦ 

20

預入期間が３ヵ月を超え
る定期預金 

△730

現金及び現金同等物 52,742
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（リース取引関係） 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

①リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額 

①リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額 

①リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額 
 

 

取得価
額相当
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

中間期
末残高
相当額 
 
(百万円) 

機械・ 
運搬具 

301 240 61 

工具器具 
備品 

179 149 29 

その他 26 16 9 

合計 507 406 100 

  

 

 

取得価
額相当
額 
 

(百万円)

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

中間期
末残高
相当額
 

(百万円)

機械・ 
運搬具 

147 81 65

工具器具 
備品 

112 27 85

その他 16 11 4

合計 276 120 155

  

 

 

取得価
額相当
額 
 

(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

期末残
高相当
額 
 

(百万円)

機械・ 
運搬具 

279 199 80

工具器具 
備品 

47 34 13

その他 26 19 7

合計 353 252 100

  
（注）取得価額相当額は、従来、重要性

の基準により支払利子込み法で表

示しておりましたが、リース取引

の内容をより適切に表示するた

め、当中間期から原則的方法に変

更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場

合は次のとおりであります。 

 

取得価
額相当
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

中間期
末残高
相当額 
 
(百万円) 

機械・ 
運搬具 

363 288 75 

工具器具 
備品 

197 165 32 

その他 30 18 12 

合計 592 471 120 

  

 （注）取得価額相当額は、従来、重要性

の基準により支払利子込み法で表

示しておりましたが、リース取引

の内容をより適切に表示するた

め、当連結会計年度から原則的方

法に変更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場

合は次のとおりであります。 

 

取得価
額相当
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

期末残
高相当
額 
 
(百万円)

機械・ 
運搬具 

336 241 94

工具器具 
備品 

59 44 15

その他 28 20 8

合計 424 306 118
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前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

②未経過リース料中間期末残高相当額 
 

１年以内 76 百万円

１年超 35 

計 111 
  

②未経過リース料中間期末残高相当額 
 

１年以内 51 百万円

１年超 107

計 159
  

②未経過リース料期末残高相当額 
 

１年以内 47 百万円

１年超 62

計 109
  

(注）未経過リース料中間期末残高相当額

は、従来、重要性の基準により支払

利子込み法で表示しておりました

が、リース取引の内容をより適切に

表示するため、当中間期から原則的

方法に変更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場合

は次のとおりであります。 

 (注）未経過リース料期末残高相当額は、

従来、重要性の基準により支払利子

込み法で表示しておりましたが、

リース取引の内容をより適切に表示

するため、当連結会計年度から原則

的方法に変更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場合

は次のとおりであります。 
 

１年以内 82 百万円 

１年超 38 

計 120 
  

  
１年以内 51 百万円

１年超 66

計 118
  

③支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額 

③支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額 

③支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額 

 
支払リース料 79 百万円 

減価償却費相当額 68 

支払利息相当額 5 
  

 
支払リース料 36 百万円

減価償却費相当額 32

支払利息相当額 2
  

 
支払リース料 149 百万円

減価償却費相当額 125

支払利息相当額 7
  

④減価償却費相当額の算定方法 ④減価償却費相当額の算定方法 ④減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。 

同左 同左 

⑤利息相当額の算定方法 ⑤利息相当額の算定方法 ⑤利息相当額の算定方法 

リース料総額とリース物件の取得価額相

当額との差額を利息相当額とし、各期へ

の配分方法については利息法によってお

ります。 

 

同左 同左 

２．オペレーティング・リース取引 ２．オペレーティング・リース取引 ２．オペレーティング・リース取引 

未経過リース料 未経過リース料 未経過リース料 
 

１年以内 6 百万円 

１年超 6 

計 13 
  

 
１年以内 4 百万円

１年超 1

計 6
  

 
１年以内 6 百万円

１年超 3

計 10
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（有価証券関係） 

 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

前中間連結会計期間末 当中間連結会計期間末 前連結会計年度末 

（平成16年９月30日） （平成17年９月30日） （平成17年３月31日） 

中間連結

貸借対照

表計上額 

時価 差額 

中間連結

貸借対照

表計上額

時価 差額 

連結貸借

対照表 

計上額 

時価 差額 
種  類 

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

国債・地方債等 9 9 0 － － － 9 9 0

 

２．その他有価証券で時価のあるもの 

前中間連結会計期間末 当中間連結会計期間末 前連結会計年度末 

（平成16年９月30日） （平成17年９月30日） （平成17年３月31日） 

取得原価 

中間連結

貸借対照

表計上額 

差額 取得原価

中間連結

貸借対照

表計上額

差額 取得原価 

連結貸借

対照表 

計上額 

差額 
種  類 

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

(1)株式 3,070 4,127 1,056 3,239 6,034 2,794 3,046 4,614 1,567

(2)債券          

社債 3 3 0 － － － － － －

合計 3,073 4,130 1,057 3,239 6,034 2,794 3,046 4,614 1,567

（注）１．前中間連結会計期間において減損処理をおこない、投資有価証券評価損０百万円を計上しております。 

２．減損処理にあたっては、中間連結会計期間末及び連結会計年度末における時価が取得価額に比べ50％以上下落した場合

には全て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損

処理をおこなっております。 

 

３．時価評価されていない主な有価証券の内容及び（中間）連結貸借対照表計上額 

前中間連結会計期間末 当中間連結会計期間末 前連結会計年度末 
種   類 

（平成16年９月30日） （平成17年９月30日） （平成17年３月31日） 

その他有価証券   

ＭＭＦ （百万円） 20 20 20 

コマーシャル・ペーパー （百万円） 1,999 － － 

非上場株式 （百万円） （注）    2,788 2,730 2,789 

その他 （百万円） 55 10 300 

関係会社株式 （百万円） 886 860 993 

合計 （百万円） 5,750 3,622 4,104 

（注）店頭売買株式を除く。 

 

（デリバティブ取引関係） 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

当社グループは、デリバティブ取引を全く

おこなっておりませんので該当事項はあり

ません。 

 

同左 同左 
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間（自平成16年４月１日 至平成16年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益に占める建設事業の割合がいずれも90％を超えているため、

事業の種類別セグメント情報の記載を省略いたしました。 

 
当中間連結会計期間（自平成17年４月１日 至平成17年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益に占める建設事業の割合がいずれも90％を超えているため、

事業の種類別セグメント情報の記載を省略いたしました。 

 

前連結会計年度（自平成16年４月１日 至平成17年３月31日） 

全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の合計額に占める建設事業の割合が

いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略いたしました。 

  

  

【所在地別セグメント情報】 

在外子会社および在外支店がないため、記載しておりません。 

  

  

【海外売上高】 

海外売上高がないため、記載しておりません。 

 

（１株当たり情報） 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

  
１株当たり純資産額 2,931.03円 

１株当たり中間純利益 693.56円 

  

  
１株当たり純資産額 3,325.98円

１株当たり中間純利益 98.27円

  

  
１株当たり純資産額 3,230.41円

１株当たり当期純利益 993.21円

  
なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利

益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式がないため記載しておりませ

ん。 

同左 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利

益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式がないため記載しておりませ

ん。 

 （注） １株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日）

中間（当期）純利益 （百万円） 13,395 1,892 19,183 

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － － － 

普通株式に係る中間（当期）純利益 （百万円） 13,395 1,892 19,183 

普通株式の期中平均株式数 （千株） 19,314 19,259 19,314 

連結子会社の青木あすなろ

建設㈱が発行している新株

予約権１種類 

株式発行予定数 

2,042千株 

連結子会社の青木あすなろ

建設㈱が発行している新株

予約権１種類 

株式発行予定数 

1,983千株 

連結子会社の青木あすなろ

建設㈱が発行している新株

予約権１種類 

株式発行予定数 

2,013千株

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり中間（当期）純利益の算定に含め

なかった潜在株式の概要 

 
（新株予約権の数） 

3,966個 

（新株予約権の数） 

4,026個
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（重要な後発事象） 

前中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

該当事項はありません。 

 

同左 同左 

  

  

(2）【その他】 

該当事項はありません。 
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２【中間財務諸表等】 

(1）【中間財務諸表】 

①【中間貸借対照表】 

  
前中間会計期間末 

（平成16年９月30日） 
当中間会計期間末 

（平成17年９月30日） 
前事業年度の要約貸借対照表

（平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％）

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

現金預金  12,952 15,751  15,609 

受取手形  477 317  2,595 

完成工事未収入金  2,106 1,974  1,950 

販売用不動産  2,414 2,033  1,870 

未成工事支出金  5,660 5,537  1,511 

繰延税金資産  422 627  692 

その他  304 340  215 

貸倒引当金  △1 △2  △2 

流動資産合計  24,336 59.5 26,580 60.5  24,442 58.9

Ⅱ 固定資産    

有形固定資産 ※1   

建物・構築物  2,058 1,892  1,980 

土地  4,162 4,086  4,086 

その他  108 102  102 

有形固定資産合計  6,329 6,081  6,169 

無形固定資産  43 39  42 

投資その他の資産    

投資有価証券  4,044 5,197  4,722 

関係会社株式  4,657 4,724  4,500 

繰延税金資産  195 128  445 

再評価に係る繰延税金資産  860 664  664 

その他  487 561  569 

貸倒引当金  △35 △35  △35 

投資その他の資産合計  10,210 11,240  10,865 

固定資産合計  16,583 40.5 17,361 39.5  17,078 41.1

資産合計  40,919 100.0 43,941 100.0  41,521 100.0
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前中間会計期間末 

（平成16年９月30日） 
当中間会計期間末 

（平成17年９月30日） 
前事業年度の要約貸借対照表

（平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
構成比
（％）

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比
（％）

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

工事未払金  4,765 2,668  4,462 

短期借入金  190 144  154 

未払法人税等  22 128  1,784 

未成工事受入金  7,465 8,660  2,997 

賞与引当金  666 709  683 

完成工事補償引当金  80 77  78 

その他 ※2 585 517  530 

流動負債合計  13,776 33.7 12,906 29.4  10,691 25.8

Ⅱ 固定負債    

長期借入金  978 833  906 

未払役員退職金  － 1,014  － 

退職給付引当金  731 688  690 

役員退職慰労引当金  － －  1,031 

その他  47 50  5 

固定負債合計  1,757 4.3 2,587 5.9  2,632 6.3

負債合計  15,534 38.0 15,493 35.3  13,323 32.1

    

（資本の部）    

Ⅰ 資本金  2,418 5.9 5,000 11.4  4,000 9.6

Ⅱ 資本剰余金    

資本準備金  1,854 272  272 

資本剰余金合計  1,854 4.5 272 0.6  272 0.7

Ⅲ 利益剰余金    

利益準備金  290 358  290 

任意積立金  21,278 21,778  21,278 

中間（当期）未処分利益  568 1,336  2,857 

利益剰余金合計  22,136 54.1 23,472 53.4  24,425 58.8

Ⅳ 土地再評価差額金  △1,253 △3.1 △967 △2.2  △967 △2.3

Ⅴ その他有価証券評価差額金  366 0.9 1,063 2.4  604 1.4

Ⅵ 自己株式  △136 △0.3 △392 △0.9  △137 △0.3

資本合計  25,385 62.0 28,447 64.7  28,197 67.9

負債資本合計  40,919 100.0 43,941 100.0  41,521 100.0
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②【中間損益計算書】 

  
前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度の要約損益計算書
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％）

Ⅰ 売上高 ※1   

完成工事高  10,512 9,668  38,514 

不動産事業売上高  46 10,558 100.0 － 9,668 100.0 － 38,514 100.0

Ⅱ 売上原価    

完成工事原価  8,407 7,602  29,817 

不動産事業売上原価  18 8,425 79.8 － 7,602 78.6 － 29,817 77.4

売上総利益    

完成工事総利益  2,105 2,065  8,697 

不動産事業総利益  28 2,133 20.2 － 2,065 21.4 － 8,697 22.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費  2,327 22.0 2,226 23.0  4,623 12.0

営業利益  － － － －  4,073 10.6

営業損失  194 △1.8 160 △1.6  － －

Ⅳ 営業外収益    

受取利息  1 0  5 

受取配当金  228 789  235 

その他  33 262 2.4 8 798 8.2 40 281 0.7

Ⅴ 営業外費用    

支払利息  49 36  92 

販売用不動産評価損  54 52  67 

その他  2 106 1.0 8 97 1.0 36 196 0.5

経常利益  － － 539 5.6  4,159 10.8

経常損失  38 △0.4 － －  － －

Ⅵ 特別利益 ※2 16 0.2 614 6.3  1,430 3.7

Ⅶ 特別損失 ※3 0 0.0 87 0.9  1,156 3.0

税引前中間（当期）純利益  － － 1,066 11.0  4,434 11.5

税引前中間純損失  23 △0.2 － －  － －

法人税、住民税及び事業税  75 277  2,446 

法人税等調整額  △99 △24 △0.2 67 344 3.5 △587 1,858 4.8

中間（当期）純利益  1 0.0 722 7.5  2,575 6.7

前期繰越利益  567 613   567

土地再評価差額金取崩額  － －   △285

中間（当期）未処分利益  568 1,336   2,857
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 
前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

有価証券 有価証券 有価証券 １．資産の評価基準及び評価

方法 ①子会社株式 ①子会社株式 ①子会社株式 

 移動平均法による原価法 同左 同左 

 ②その他有価証券 ②その他有価証券 ②その他有価証券 

 時価のあるもの 時価のあるもの 時価のあるもの 

 中間決算日の市場価格等

にもとづく時価法（評価

差額は全部資本直入法に

より処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

同左 

 

期末日の市場価格等にも

とづく時価法（評価差額

は全部資本直入法により

処理し、売却原価は移動

平均法により算定）に

よっております。 

 時価のないもの 時価のないもの 時価のないもの 

 移動平均法による原価法 同左 

 

同左 

 たな卸資産 たな卸資産 たな卸資産 

 ①販売用不動産 ①販売用不動産 ①販売用不動産 

 個別法による低価法 同左 同左 

 ②未成工事支出金 ②未成工事支出金 ②未成工事支出金 

 個別法による原価法 

 

同左 同左 

有形固定資産 有形固定資産 有形固定資産 ２．固定資産の減価償却の方

法 定率法 

ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物(建物附属設備

を除く)については、定額法に

よっております。 

なお、耐用年数および残存価額

については、法人税法に規定す

る方法と同一の基準によってお

ります。 

 

同左 同左 

 無形固定資産 無形固定資産 無形固定資産 

 定額法 

なお、自社利用のソフトウェア

については、社内における利用

可能期間（５年）にもとづいて

おります。 

 

同左 同左 

 

３．引当金の計上基準 貸倒引当金 貸倒引当金 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に

回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。 

 

同左 同左 
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項目 
前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

 賞与引当金 賞与引当金 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与に

充てるため、将来の支給見込額

のうち当中間期対応額を計上し

ております。 

 

同左 従業員に対して支給する賞与に

充てるため、将来の支給見込額

のうち当事業年度対応額を計上

しております。 

 完成工事補償引当金 完成工事補償引当金 完成工事補償引当金 

 完成工事にかかわる責任補修費

の支出に備えるため、完成工事

高に対する将来の見積補償額に

もとづいて計上しております。

完成工事に係る責任補修費の支

出に備えるため、当中間会計期

間末に至る１年間の完成工事高

に対する将来の見積補償額に基

づいて計上しております。 

 

完成工事に係る責任補修費の支

出に備えるため、完成工事高に

対する将来の見積補償額にもと

づいて計上しております。 

 退職給付引当金 退職給付引当金 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職

給付債務および年金資産の見込

額にもとづき、当中間会計期間

末において発生していると認め

られる額を計上しております。

なお、数理計算上の差異につい

ては、各事業年度の発生時にお

ける従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数(10年)により

定額法による按分額をそれぞれ

発生の翌期より費用処理するこ

ととしております。 

従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職

給付債務および年金資産の見込

額にもとづき、当中間会計期間

末において発生していると認め

られる額を計上しております。

なお、数理計算上の差異につい

ては、各事業年度の発生時にお

ける従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数(７年)により

定額法による按分額をそれぞれ

発生の翌期より費用処理するこ

ととしております。 

従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職

給付債務および年金資産の見込

額にもとづき、計上しておりま

す。 

なお、数理計算上の差異につい

ては、各事業年度の発生時にお

ける従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（10年）によ

り定額法による按分額をそれぞ

れ発生の翌事業年度より費用処

理することとしております。 

  （追加情報）  

  未認識項目の費用処理年数 

従来、数理計算上の差異の費用

処理期間は10年としておりまし

たが、従業員の平均残存勤務期

間が短縮したため、当中間会計

期間より数理計算上の差異の費

用処理期間を７年に変更してお

ります。なお、この変更による

損益におよぼす影響額は軽微で

あります。 
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項目 
前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

 ――――― 役員退職慰労引当金 役員退職慰労引当金 

  平成17年３月31日をもって役

員退職慰労金制度を廃止した

ことに伴い、平成17年６月29

日開催の定時株主総会におい

て、役員退職慰労金の打切り

支給議案が承認可決されまし

た。これにより役員退職慰労

引当金は全額取崩し、打切り

支給額の未払分を固定負債の

「未払役員退職金」に計上し

ております。 

当事業年度における取締役会

において、平成17年３月31日

をもって役員退職慰労金制度

を廃止することを決議し、当

事業年度までの在任期間中の

職務遂行の対価部分相当を支

給すべき退職慰労金の額とし

て決定したことにより、当該

支給見込額を計上しておりま

す。 

４．リース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりま

す。 

 

同左 同左 

完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準 完成工事高の計上基準 ５．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項 

 

 

完成工事高の計上基準は、原則

として工事完成基準によってお

りますが、長期請負工事(工期

１年以上)については工事進行

基準を適用しております。 

同左 同左 

 なお、工事進行基準による完成

工事高は5,588百万円でありま

す。 

 

なお、工事進行基準によった完

成工事高は4,271百万円であり

ます。 

なお、工事進行基準によった完

成工事高は9,470百万円であり

ます。 

消費税等の会計処理方法 消費税等の会計処理方法 消費税等の会計処理方法  

消費税及び地方消費税の会計処

理は、税抜方式によっておりま

す。 

仮払消費税等および仮受消費税

等は相殺のうえ、流動資産の

「その他」に含めて表示してお

ります。 

 

消費税及び地方消費税の会計処

理は、税抜方式によっておりま

す。 

同左 
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会計処理の変更 

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

――――― ――――― （役員退職慰労金の計上基準） 

  役員退職慰労金については、従来支給時

に計上しておりましたが、当事業年度に

おける取締役会において、平成17年３月

31日をもって役員退職慰労金制度を廃止

することを決議し、当事業年度までの在

任期間中の職務遂行の対価部分相当を、

支給すべき退職慰労金の額として決定し

ました。役員退職慰労金制度の廃止は、

経営改革の一環として役員報酬体系の見

直しを行い、毎年の業績の貢献度に応じ

た役員報酬へ一本化をはかることにした

ためであります。これにより、当該支給

見込額を役員退職慰労引当金として計上

しております。この変更により、当事業

年度の対応額27百万円は販売費及び一般

管理費に計上し、過年度対応額1,004百万

円は特別損失の「役員退職慰労引当金繰

入額」に計上しております。 

この結果、従来の方法に比較して営業利

益および経常利益はそれぞれ27百万円減

少し、税引前当期純利益は1,031百万円減

少しております。 

なお、当該会計処理の変更が下半期に行

われたのは、取締役会の決定が当下半期

であったことから当中間会計期間におい

ては、従来の方法によっております。 

従って、当中間会計期間は変更後の方法

によった場合と比較して、営業損失およ

び経常損失は13百万円、税引前中間純損

失は1,017百万円少なく計上されておりま

す。 

（固定資産の減損に係る会計基準） ――――― （固定資産の減損に係る会計基準） 

固定資産の減損に係る会計基準（「固定

資産の減損に係る会計基準の設定に関す

る意見書」（企業会計審議会 平成14年

８月９日））及び「固定資産の減損に係

る会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第６号 平成15年10月31日）が

平成16年３月31日に終了する事業年度に

係る財務諸表から適用できることになっ

たことに伴い、当中間会計期間から同会

計基準及び同適用指針を適用しておりま

す。これによる減損損失の発生はありま

せん。 

 固定資産の減損に係る会計基準（「固定

資産の減損に係る会計基準の設定に関す

る意見書」（企業会計審議会 平成14年８

月９日））および「固定資産の減損に係

る会計基準の適用指針」（企業会計基準

委員会 平成15年10月31日 企業会計基準

適用指針第６号）が平成16年３月31日に

終了する事業年度に係る財務諸表から適

用できることになったことに伴い、当事

業年度から同会計基準及び同適用指針を

適用しております。 

この結果、税引前当期純利益は109百万円

減少しております。 

なお、減損損失累計額については、改正

後の財務諸表等規則に基づき、各資産の

金額から直接控除しております。 
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表示方法の変更 

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

――――― （中間損益計算書関係） 

 前中間会計期間まで区分掲記しておりました「不動産事業売上

高」、「不動産事業売上原価」および「不動産事業総利益」は、

「売上高」総計に占める不動産事業売上高の割合が軽微であるた

め、「完成工事高」、「完成工事原価」および「完成工事総利

益」にそれぞれ含めて表示することに変更しております。 

なお、当中間会計期間に含まれる各々の金額は、不動産事業売上

高37百万円、不動産事業売上原価48百万円および不動産事業総損

失11百万円であります。 

 

追加情報 

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成15年法律第９号）が平成15年３月31日に

公布され、平成16年４月１日以後に開始す

る事業年度より外形標準課税制度が導入さ

れたことに伴い、当中間会計期間から「法

人事業税における外形標準課税部分の損益

計算書上の表示についての実務上の取扱

い」（平成16年２月13日 企業会計基準委

員会 実務対応報告第12号）に従い法人事

業税の付加価値割及び資本割については、

販売費及び一般管理費に計上しておりま

す。 

この結果、販売費及び一般管理費が17百万

円増加し、営業損失、経常損失がそれぞれ

17百万円増加し、税引前中間純利益が同額

減少しております。 

――――― 「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成15年法律第９号）が平成15年３月31日に

公布され、平成16年４月１日以後に開始す

る事業年度より外形標準課税制度が導入さ

れたことに伴い、当事業年度から「法人事

業税における外形標準課税部分の損益計算

書上の表示についての実務上の取扱い」

（平成16年２月13日企業会計基準委員会 

実務対応報告第12号）に従い法人事業税の

付加価値割及び資本割については、販売費

及び一般管理費に計上しております。 

この結果、販売費及び一般管理費が42百万

円増加し、営業利益、経常利益および税引

前当期純利益が、42百万円減少しておりま

す。 

 

注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

前中間会計期間末 
（平成16年９月30日） 

当中間会計期間末 
（平成17年９月30日） 

前事業年度末 
（平成17年３月31日） 

１．※１有形固定資産減価償却累計額 １．※１有形固定資産減価償却累計額 １．※１有形固定資産減価償却累計額 

2,202百万円 

 

2,112百万円 2,278百万円 

――――― ２．※２消費税等の取扱い ――――― 

 仮払消費税等および仮受消費税等は相

殺のうえ、流動負債の「その他」に含

めて表示しております。 
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（中間損益計算書関係） 

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

１．※２特別利益の主な内訳 １．※２特別利益の主な内訳 １．※２特別利益の主な内訳 

貸倒引当金戻入額 13百万円 

 

関係会社株式売却益 614百万円

 

関係会社株式売却益 1,152百万円

 
２．※３特別損失の主な内訳 ２．※３特別損失の主な内訳 ２．※３特別損失の主な内訳 

固定資産除却損 0百万円 

 

減損損失 87百万円

 

役員退職慰労引当金繰入額 

1,004百万円
 

３．※１過去１年間の売上高 ３．※１過去１年間の売上高  

当社の売上高は通常の営業の形態とし

て上半期に比べ下半期に完成する工事

の割合が大きいため、事業年度の上半

期と下半期との間に著しい相違があり

ます。なお、当中間会計期間末に至る

１年間の売上高は、次のとおりであり

ます。 

同左  

前事業年度下半期 25,909 百万円

当中間期 10,558  

計 36,468  
 

前事業年度下半期 27,956 百万円

当中間期 9,668

計 37,624
 

 

   

４．減価償却実施額 ４．減価償却実施額 ３．減価償却実施額 

有形固定資産 77 百万円

無形固定資産 3  
  

有形固定資産 69 百万円

無形固定資産 2
  

有形固定資産 157 百万円

無形固定資産 6
  

   

 ５．減損損失 ４．減損損失 

 当中間会計期間において、当社は以下

の資産グループについて減損損失を計

上しております。 

減損損失 
用途 種類 場所

（百万円） 

処分
予定
資産 

建物・ 
構築物等

大阪市
建物・ 
構築物等

87

当社は、建設事業用資産は本店単位

で、賃貸資産および処分予定資産は

個々の物件単位で、資産のグルーピン

グをおこないました。処分予定資産の

うち、土地の売却に伴い撤去する建

物・構築物等の帳簿価額を全額減額

し、当該減少額およびその撤去費用を

減損損失（87百万円）として特別損失

に計上いたしました。 

 

当事業年度において、当社は以下の資

産グループについて減損損失を計上し

ております。 

減損損失 
用途 種類 場所 

（百万円） 

土地 76

建物 31
処分
予定
資産

土地、
建物、
構築物 

大阪市 

構築物 2

当社は、建設事業用資産は本店単位

で、処分予定資産は個々の物件単位

で、資産のグルーピングをおこないま

した。処分予定資産は、回収可能額が

帳簿価額を著しく低下したと認められ

る土地および建物ならびに構築物につ

いて、帳簿価額を回収可能額まで減額

し、当該減少額を減損損失（109百万

円）として特別損失に計上いたしまし

た。なお、当該不動産の回収可能額

は、正味売却価額により測定し、不動

産鑑定士による鑑定評価額を用いて算

定いたしました。 
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（リース取引関係） 

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

①リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額 

①リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額 

①リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額 
 

 

取得価
額相当
額 
 

(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

中間期
末残高
相当額 
 

(百万円) 

機械・ 
運搬具 

9 3 5 

工具器具 
備品 

6 4 1 

合計 15 7 7 

  

 

 

取得価
額相当
額 
 

(百万円)

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

中間期
末残高
相当額
 

(百万円)

機械・ 
運搬具 

9 5 4

工具器具 
備品 

10 7 3

合計 19 12 7

  

 

 

取得価
額相当
額 
 

(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

期末残
高相当
額 
 

(百万円)

機械・ 
運搬具 

9 4 5

工具器具 
備品 

6 5 0

合計 15 9 5

  
（注）取得価額相当額は、従来、重要性

の基準により支払利子込み法で表

示しておりましたが、リース取引

の内容をより適切に表示するた

め、当中間期から原則的方法に変

更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場

合は次のとおりであります。 

 

取得価
額相当
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 
(百万円)

中間期
末残高
相当額 
 
(百万円) 

機械・ 
運搬具 

9 3 6 

工具器具 
備品 

6 4 1 

合計 15 8 7 

 

 （注）取得価額相当額は、従来、重要性

の基準により支払利子込み法で表

示しておりましたが、リース取引

の内容をより適切に表示するた

め、当事業年度から原則的方法に

変更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場

合は次のとおりであります。 

 

取得価
額相当
額 
 

(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 

(百万円)

期末残
高相当
額 
 

(百万円)

機械・ 
運搬具 

9 4 5

工具器具 
備品 

6 5 0

合計 15 9 6

 ②未経過リース料中間期末残高相当額 ②未経過リース料中間期末残高相当額 ②未経過リース料期末残高相当額 
 

１年以内 3 百万円 

１年超 4

計 7
  

 
１年以内 2 百万円

１年超 4

計 7
  

 
１年以内 2 百万円

１年超 3

計 5
  

(注）未経過リース料中間期末残高相当額

は、従来、重要性の基準により支払

利子込み法で表示しておりました

が、リース取引の内容をより適切に

表示するため、当中間期から原則的

方法に変更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場合

は次のとおりであります。 

 (注）未経過リース料期末残高相当額は、

従来、重要性の基準により支払利子

込み法で表示しておりましたが、

リース取引の内容をより適切に表示

するため、当事業年度から原則的方

法に変更いたしました。 

なお、支払利子込み法によった場合

は次のとおりであります。 
 

１年以内 3 百万円 

１年超 4  

計 7  
  

  
１年以内 2 百万円

１年超 3

計 6
  

 



－  － 

 

(48) ／ 2005/12/21 14:47 (2005/12/21 14:47) ／ 151275_03_120_2k_05264465／第５－７中間リース取引／os2高松建設／半期.doc 

48

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

③支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額 

③支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額 

③支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額 
 

支払リース料 2 百万円

減価償却費相当額 2 

支払利息相当額 0 
 

 
支払リース料 2 百万円

減価償却費相当額 2

支払利息相当額 0
  

 
支払リース料 3 百万円

減価償却費相当額 3

支払利息相当額 0
  

④減価償却費相当額の算定方法 ④減価償却費相当額の算定方法 ④減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。 

同左 同左 

⑤利息相当額の算定方法 ⑤利息相当額の算定方法 ⑤利息相当額の算定方法 

リース料総額とリース物件の取得価額相

当額との差額を利息相当額とし、各期へ

の配分方法については利息法によってお

ります。 

 

同左 同左 
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（有価証券関係） 

子会社株式で時価のあるもの 

前中間会計期間末 当中間会計期間末 前事業年度末 

（平成16年9月30日） （平成17年9月30日） （平成17年3月31日） 

中間貸借 

対照表 

計上額 

時価 差額 

中間貸借

対照表 

計上額 

時価 差額 

貸借 

対照表 

計上額 

時価 差額 
種  類 

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

子会社株式 2,932 21,635 18,703 2,699 28,811 26,111 2,775 25,306 22,530

  

  

（１株当たり情報） 

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

  
１株当たり純資産額 1,314.35円 

１株当たり中間純利益 0.05円 

  

  
１株当たり純資産額 1,478.19円

１株当たり中間純利益 37.53円

  

  
１株当たり純資産額 1,459.92円

１株当たり当期純利益 133.34円

  
なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利

益金額については、潜在株式がないため記

載しておりません。 

同左 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利

益金額については、潜在株式がないため記

載しておりません。 

（注） １株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日）

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日）

中間（当期）純利益 （百万円） 1 722 2,575 

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － － － 

普通株式に係る中間（当期）純利益 （百万円） 1 722 2,575 

普通株式の期中平均株式数 （千株） 19,314 19,259 19,314 

  

  

（重要な後発事象） 

前中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日） 

該当事項はありません。 同左 同左 

  

  

(2）【その他】 

 

該当事項はありません。 
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第６【提出会社の参考情報】 
 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間において提出した証券取引法第25条第１項各号に掲

げる書類は次のとおりであります。 

 

(１) 有価証券報告書及びその添付書類  

事業年度 (第40期) 

 

自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日 平成17年６月30日 

関東財務局長に提出 

(２) 自己株券買付状況報告書  

（報告期間） 自 平成17年３月１日 至 平成17年３月31日

自 平成17年４月１日 至 平成17年４月30日

自 平成17年５月１日 至 平成17年５月31日

 

平成17年４月６日 

平成17年５月９日 

平成17年６月９日 

近畿財務局長に提出 

 自 平成17年６月１日 至 平成17年６月30日

 

平成17年７月12日 

関東財務局長に提出 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
 

該当事項はありません。 
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独立監査人の中間監査報告書 

 

  平成16年12月17日

髙松建設株式会社   

 

 取締役会 御中  

 

 あ ず さ 監 査 法 人  

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 牧 美喜男     印 

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 新井 一雄     印 

    
 

当監査法人は、証券取引法第193条の2の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている髙松

建設株式会社の平成16年4月1日から平成17年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成16年4月1日から

平成16年9月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結

剰余金計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中

間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚

偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に

必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対

する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成

基準に準拠して、髙松建設株式会社及び連結子会社の平成16年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

中間連結会計期間（平成16年4月1日から平成16年9月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する

有用な情報を表示しているものと認める。 

 

追記情報 

中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されているとおり、会社は当中間連結会計期間

より、固定資産の減損に係る会計基準を適用している。 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以 上 

 

（注） 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会

社が別途保管しております。 
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独立監査人の中間監査報告書 

 

  平成17年12月19日

髙松建設株式会社   

 

 取締役会 御中  

 

 あ ず さ 監 査 法 人  

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 牧 美喜男     印 

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 新井 一雄     印 

    
 

 当監査法人は、証券取引法第193条の2の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている髙松

建設株式会社の平成17年4月1日から平成18年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成17年4月1日から

平成17年9月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結

剰余金計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中

間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚

偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に

必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対

する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

 当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成

基準に準拠して、髙松建設株式会社及び連結子会社の平成17年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

中間連結会計期間（平成17年4月1日から平成17年9月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する

有用な情報を表示しているものと認める。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以  上 

 

 

 

 

 

（注） 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会

社が別途保管しております。 
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独立監査人の中間監査報告書 

 

  平成16年12月17日

髙松建設株式会社   

 

 取締役会 御中  

 

 あ ず さ 監 査 法 人  

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 牧 美喜男     印 

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 新井 一雄     印 

    
 

当監査法人は、証券取引法第193条の2の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている髙松

建設株式会社の平成16年4月1日から平成17年3月31日までの第40期事業年度の中間会計期間（平成16年4月1日から平

成16年9月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表及び中間損益計算書について中間監査を行っ

た。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を

表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中

間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示

がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応

じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明

のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準

拠して、髙松建設株式会社の平成16年9月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成16年4月

1日から平成16年9月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以 上 

 

（注） 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会

社が別途保管しております 
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独立監査人の中間監査報告書 

 

  平成17年12月19日

髙松建設株式会社   

 

 取締役会 御中  

 

 あ ず さ 監 査 法 人  

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 牧 美喜男     印 

 

 
指定社員 

業務執行社員
公認会計士 新井 一雄     印 

    
 

 当監査法人は、証券取引法第193条の2の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている髙松

建設株式会社の平成17年4月1日から平成18年3月31日までの第41期事業年度の中間会計期間（平成17年4月1日から平

成17年9月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表及び中間損益計算書について中間監査を行っ

た。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を

表明することにある。 

 当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中

間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示

がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応

じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明

のための合理的な基礎を得たと判断している。 

 当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準

拠して、髙松建設株式会社の平成17年9月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成17年4月

1日から平成17年9月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

（注） 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会

社が別途保管しております 
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